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仙北市 副市長 博士（工学） 

赤上  陽一    

「健康寿命延伸が導く幸福度No1の街へ」

ドラゴンアイ

「人と人が出会うことで
イノベーションが
加速する」



１．私達は「奇跡」の連続の中で役割を果たす
ために「生」を得ている

内 容

３．地域創生は利他的な仕事による憧れ創出で

と課題を財産化２．仙北市の紹介と地方の課題を財産化

４．人とひとの出会いによるイノベーションが加速
電界砥粒制御技術から電界攪拌技術そして医工連携



1960年生まれ,民間企業に10年間，1994年秋田県工業技術セン ターに入庁。県庁産業労働部次長 産業

技術センター所長 2016年内閣府 「地域活性化伝道師」 2022年仙北市副市長

＜主な研究開発＞

◎「電界砥粒制御技術」を発明、研磨流体（スラリー）に電界を与えることで研磨作用に有効に働か
せる吸引力を与えることで、スラリー飛散を抑制し 生産性の高い研磨技術を開発。微細工具の先端を仕上げる
ことで長寿命化を果たし商品化にも貢献した。

◎「電界撹拌技術」を発明表面張力が作用する微量液滴に非接触に電界を与えることで３Dに撹

拌する技術を発明。免疫染色やELISAの撹拌工程に提供することで迅速な処理を可能とする技術を発明、メデ
ィカルイノベーションを秋田大学医学部や県内企業と共同研究し商品化。

独自基盤技術の開発発明を通して、地域ものづくり企業を研究開発型企業に変容させて付加
価値の向上を図り、若者とって憧れ企業に変容させてその流出を抑制させる。
研究成果発表の場：北東北ナノメディカルクラ スタ一研究会設立
地域創生事業：主に県内企業と経済産業省の競争的研究開発事業を展開中。
○第8回ものづくり日本大賞 経済産業大臣賞（2020）
〇令和元年度東北地方発明表彰 特許庁長官賞、（2019）
〇 平成29年度 科学技術分野の文部科学大臣表彰 科学技術賞 （2017）
〇第8回 岩木 トライボコーティングネットワークアワード大賞、（2015）
〇2014年度日本機械学会東北支 部技術研究賞



人の技
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１．人の誕生の確率

７００兆の１
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日本人として生まれる確率

世界の人口が81.2億人(2025)

日本の人口は1億2334万人
2022年に比べ230万人減少。

1.5%
さらに，ここに集う

仙北市民 0.19％

12位

GDP 4位（2023）
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平賀源内 安永２年（1773）、目的地阿仁銅山に向かう途中に小田野直武を見
出し、源内のもとで本格的な秋田蘭画を学び杉田玄白に引き合わせた

「解体新書」杉田玄白 蘭学者ほか訳

小田野直武 （１７４９～１７８０年 ） 画 1774年



１．私達は「奇跡」の連続の中で役割を果たすために
「生」を得ている

内 容

３．地域創生は利他的な仕事による憧れ創出で

２．仙北市の紹介と地方の課題を財産化

４．人とひとの出会いによるイノベーションが加速
電界砥粒制御技術から電界攪拌技術そして医工連携





市面積：1,093.56km2

1
0

仙北市の紹介 概要

角 館 町 田沢湖町 西 木 村

平成17年合併 市政２０周年

市の面積の
 ８割が森林
 ６割が国有林野

JR田沢湖駅

JR角館駅

東京から
最短
2時間45分

“秋田県随一の観光地”

2018年6月

「SDGs未来都市」に選定

国連が定めた経済・社会・環境に関する17の国際
目標達成に向け、積極的に取り組んでいます。

人 口：22,615人人（10,241世帯）  

観光客：年間約350万人
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仙北市の課題 高齢化率46.8％ (R6)9位
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●人口推移

●生産年齢人口推移

●老年人口推移

●年少人口推移

18年で

約１００００
人

減
推測

2023年現在：22,615 人

2005年合併当初：32,637人

（約490人減/年ペース）

【出典】総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」
【注記】2015年までは「国勢調査」のデータに基づく実績値、2020年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」のデータに基づく推計値。
総人口については、年齢不詳は除いている。



生産年齢人口減少
2020～2050 ▲2000万人

高齢者数は維持

2020年3600万人から2050年3800万人
無職者大国

高齢者が
健康寿命
延伸して
生産年齢
人口の枠
を拡大させ
ることで
社会変容
が生まれ
る。
GDPを稼ぐ．

GDP＝Σ付加価値

付加価値：ここでしか味
わえないワクワク
他で体験できない
をデザインする．

生産年齢人口の減少 15歳から64歳

健康寿命延伸



人口減少対策



１．私達は「奇跡」の連続の中で役割を果たすために
「生」を得ている

内 容
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魅力あふれる仕事の顕在化

 ○○○な仕事が活性化  

すると地方経済は立ち直る。

君達が取り組みたい仕事とは？

利    他   的



この地では観光：
農泊 コミュニケーション
ホテル等 来訪者を喜ばせる 温泉を中心と
したおもてなし

利他的な仕事
あこがれ得る仕事。

子供の頃から将来の仕事をイメージさせる



地域創生は利他的な仕事による憧れ創出から

2025/9/2917

＜あのような仕事をしたい＞
生きがいを感じ、誇りに思える。

憧れを醸成することで人は集い
そして 地元経済は立ち直る。

◆憧れは どこから来るのか？
・他人の行動を見て、自分もあのような
人になりたい．行動を真似できないか。

ミラーニューロン 発動 （鏡のように）

・人の気持ちを理解して寄り添える力
共感力を養う



１．私達は「奇跡」の連続の中で役割を果たすために
「生」を得ている

内 容

４．人とひとの出会いによるイノベーションが加速
電界砥粒制御技術から電界攪拌技術そして医工連携

３．地域創生は利他的な仕事による憧れ創出で

２．仙北市の紹介と地方の課題を財産化



機能性流体
電界砥粒制御技術創出

溶媒：シリコンオイル

εs= 2.7
砥粒：ダイヤモンド

εp= 6.0

Electrode

Electrode

ACAC



共同研究 ＜電界砥粒制御技術＞

研究開発型企業へ変容

溶媒：シリコンオイル

εs= 2.7

砥粒：ダイヤモンド

εp= 6.0

Electrode

Electrode

A

C
AC

協和精工
（元社長）
鈴木耕一様

流体の動きを見て長年の課題で
ある小径工具刃先の仕上げに適
用できないかとヒラメキ



最少刃径 0.1mmのcBN製小径ボールエンドミル
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電界砥粒制御技術による小型工具の刃先仕上研磨

欠点：短命

刃先に凸部が残存

接触時に局部的に高い応力が発生

20180305



2025/9/29
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加工方法模式図

回転定盤

ボールエンドミ
ルまたは工具

研磨パッド

絶縁効果
3 砥粒転動性
交流電界の効果

1  均一な加工圧力

Ｖ

2 砥粒が集まる

クーロン力

電界砥粒による刃先研磨仕上げ方法，および刃先を有する微細部品の作成方法
特許3906165 赤上陽一 平成29年度 文部科学大臣賞 科学技術賞

印加電界下における工具
と砥粒挙動



2025/9/2923

未研磨 研磨処理後

ボールエンドミル先端部のSEM
観察像

刃先評価



精密加工・小径工具寿命延命化
整形外科向け工具

東京電機大 松村教授 提案の評価方法

工具寿命評価方法

×２～３
の評価案



３研究会
人×人、出会い
イノベーション創出

2共同研究 人材育成機能

技術シーズの構築と蓄積
＜コアコンピタンス＞
電界砥粒制御技術

７研究開発型
企業へ変容

５企業価値向上の顕在化
・元気な300社
・地域未来牽引企業

６優秀な人材
が集まる

4 県・国の競争的資金
による事業創出

1＜協和精工様の課題＞
小径工具短命 社長の夢



2025/9/2927

「人と人が出会うことで
イノベーションは
加速する」



2025/9/29
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電界砥粒制御技術

流体の動き

流体の特徴

流体の応用

２次元：平面研磨加工：絶縁物

３次元：小径工具加工

小径管内面仕上げ

２次元：平面研磨加工：金属

医工連携 電界撹拌



機能性流体
精密加工・研磨、トライボロジー

精密工学が次に何に適用できるか？ メディカル分野への適応

名古屋大学梅原教授

東京工業大学吉野教授 東京電機大学松村教授

東京大学藤田教授 滋賀県立大学
ジャヤデワン教授



電界砥粒制御技術から電界撹拌技術へ
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物質固有の誘電率に着目

電界を与えることで、流体の配
置制御する技術

電界を与えることで発生する吸引力

溶媒：シリコンオイル

εs= 2.7

砥粒：ダイヤモンド

εp= 6.0

Electrode

Electrode

ACAC

研磨技術
（電界スラリー制御技術）

電界撹拌技術



電界下の液滴内部の攪拌挙動



電界撹拌技術開発

ON

OFF

ON
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Square

空気層AC

ガラス基板

下部電極

上部電極

絶縁体

液滴
ガラス基板

ガラス基板

ガラス基板

ガラス基板



免疫染色法が手術中に適用
できると高度な情報が入手
でき高度な治療に繋がる．

秋田大学医学部
附属病院 院長
南谷 佳弘先生

秋田大学医学部
病理部南條 博先生

病理医も
判断に困る
症例が明ら
かになり
僕らも救わ
れる．

患者さんの
人生が変わ

る

北東北ナノ・メディカルクラスター研究会
２００９年～サマーキャンプにて

情報発信

地方大学 特に医学部の先生との距
離が近い
臨床研究もしやすい．

電界撹拌技術
共同研究
開始。



会長 秋田大学医学部附属病院 病理部 南條博
顧問 岩手大学 学長 岩渕明

事務局 秋田県産業技術センター 所長 赤上陽一

Since 2003

精密工
学

医療

医療・バイオ関連、工学関連分野の講師をお招きし、
年3回の研究会を開催。今後の成長産業である医療機器・
ライフサイエンス機器の開発と新規事業化を目指すべく、
工学シーズと医療ニーズのマッチングを図る。
医療機器メーカー、製造業だけではなく金融機関も巻き込んだ様々な分野の企
業への参加を呼びかけ、県内外企業の新規事業を創ろうという意識の改革を促
す。

北東北ナノ・メディカルクラスター研究会

研究機関 企業 金融機関

© 2018 ryutaflip

研究会から生まれた製品例

電界撹拌装置
分子標的薬
検出キット

https://www.facebook.com/nanomedicalcluster/

-人と人とのつながりがイノベーションを加速する-
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炭酸カルシウム
粒径： 数μm

微粒子

純水

溶媒

ＣＣＤカメラを用いて
液滴上部から実際
の液滴内部の挙動
を観察

AC

ガラス基板

電極

絶縁体

はっ水リング

電極間距離
5.5mm

C
C

D

除振台

×200 zoom

ITO（透明電極膜付き）ガラス

電界撹拌技術 特徴１ 

溶液内 ナノ粒子挙動



無電界
100μm

溶液内部の挙動観察と粒子速度
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電界撹拌法による微粒子撹拌挙動

3kV 19Hz



電界撹拌技術 溶液内粒子挙動
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撹拌により微粒子の
移動速度が増加！！



組織染色とは？

体の組織を顕微鏡で見えるように
色をつけること．

免疫組織染色とは？

組織中の特定の抗原で
見えるように色をつけること．

光源

透過光

顕微鏡

スライドグラス

薄く切った組織
（5μm程度）

Akita University Graduate School of Medicine



未染色 HE染色

免疫染色

正常組織

癌組織

癌が出している特殊な
蛋白質 サイトケラチン
に対する抗体

抗体

蛋白



染色工程 従来法 電界撹拌法

アセトン固定 10分 2分

PBS洗浄 5分×3 15秒

内因性ぺルオキシダーゼ除去 - 15秒

PBS洗浄 - 30秒

ブロッキング - 5分

一次抗体 60分

PBS洗浄 5分×3 30秒

二次抗体 30分

PBS洗浄 5分×3 30秒

DAB発色 5分 2分

洗浄・核染・封入 1分 1分

合計時間 151分

電界撹拌法による免疫組織染色

従来 プロトコール

151分

診断プロトコール

電界撹拌法

電界撹拌法

19分
１９分

5分

5分
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従来法

免疫組織染色方法および免疫組織染色装置

特許5629850令和元年度東北地方発明表彰 特許庁長官賞



商品化上の課題 誰が 担当。
秋田県内企業で製品が作れるのか？＜分業＞

＜課題１＞電界制御装置 200万円

大きく・重く 米国製

＜産技センター設計開発 1年 ＞ アクトラス

＜課題２＞
撹拌品質の向上
手書き、ばらつく はっ水リング

消耗品が産まれる

電界撹拌用はっ水フレーム 特許5655180



共同研究

研究会
北東北ナノメディカルクラスター研究会

学×官 イノベーション創出

産業技術センター 赤上
技術シーズ

＜電界撹拌技術＞

研究開発型
企業群

企業価値向上
顕在化

秋田県の優秀
な人材が集まる

大規模競争的資金
による事業創出
産学官 AMED等

研究開発型
企業誘致成功





秋田の技術で人に役立つ

医療機器をお届けします。

                「ヒスト・テック® R-IHC®」 ラピート
<Rapid(迅速), Reliable(信頼), Revolution(革新),

早く,信頼できる結果を,革新的な方法で>
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主な共同研究者 秋田県産業技術センター
主任研究員 久住 孝幸 博士
主任研究員 中村 竜太 博士

第8回ものづくり日本大賞  経済産業大臣賞



電界撹拌を用いた免疫染色における課題

一次抗体60分

二次抗体30分

静置法

迅速診断プロトコル

スライドガラスを取出し，洗浄作業は人手を
要し、煩雑な病理現場では課題．

自
動
化

電界撹拌技術



機能性流体  

北
東
北
ナ
ノ
メ
デ
ィ
カ
ル
ク

ラ
ス
タ
ー
研
究
会

医工連携

国立精神神経医療
研究センター

人と人が出合うことでイノベーションは加速する

電界砥粒制御技術  

電界撹拌技術  

仙北市
奇跡の連続

仙北市の副市長
になる．
R4.7月1日

秋田大学 南谷学長



地域課題
高齢化

広大な面積 寒冷地

少子・人口減少
働きやすい場

ｃ





ジェイテクト社に依頼し
て納期を間に合わせた







エコー



心電計









医療MaaS と 電子カルテとの連携

〇車載の電子カルテシステムから診療データ
や画像を即座に転送・共有可能．

〇診察から処方箋発行、会計処理までをスム
ーズに行うことが可能



秋田大学大学院 総合診療・検査診断学講座
教授 植木重治先生

渡部 健先生 着任

秋田大学医学部附属病院寄附講座 R6．４～

市立角館総合病院

植木重治先生
羽渕医学部長
元研究会の副会長



地域課題
高齢化

広大な面積 寒冷地

少子・人口減少
働きやすい場

ｃ
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都市部における高齢者割合の急増:2040年５３％

医療・介護施設の逼迫問題へ

日本の課題 身体のリトリート
・散歩
・睡眠
・正常な血圧

心のリトリート
・玉川温泉（ホルミシス効果）

免疫力向上
血行促進

PHR

健康経営の重要性
＜生産年齢人口を増へ＞
１．従業員の健康を経営的な視点か
らとらえて戦略的に実践へ

２．優秀な人材の確保と定着

３．企業ブランドイメージの向上

PHR

健康寿命延伸



人が幸せに生きるためには
ハーバード大学84年間の研究成果

良い人間関係を維持するためには？

１ ポジティブシンキング

2 寛大なこころ

3 健康

まとめ

質の高い出会い

健康寿命延伸
仙北市政理念
幸福度No１の街を
目指すに合致
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